
イシダイの成熟 と産卵時期について*

熊井英水 ･中村元二** 
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169種の試験養殖は1 年境から京都,長崎,静岡の各

ハマチを中心に発展 してきた海産魚類養殖は他の 水産試験場 によっておこなわれた1)｡著者 らは1

魚種を多角的に導入 して,養殖経営の安定化をはか 769年から本種の養殖を手がけ,1 年には養殖親魚か

ろうとする傾向にあり,ハマチ,マダイに次 ぐ魚種 ら採卵,採精 して人工受精をおこない,ふ化仔魚を

h f iusascategnaと して イ シダ イ ｢物L hs) が脚光 を 飼育することに初めて成功 し2),その後人工ふ化仔

あびるに至った｡イシダイはわが国沿岸の岩礁地帯 魚を親魚にまで飼いあげ,その親魚から仔魚を得る

に広 く分布するが,漁獲量が少をく,それが故に ｢幻 といういわゆる完全養殖に成功 している3)｡また 著

の魚｣などといわれ美味で高級魚の部類に入る｡ 本 者 らに続 き,熊本,長崎,和歌山の各水産試験場で

ぐlrh

■本報告の要旨は昭和4

■■近畿大学水産研究所浦神実験場 (ns ILSL

0年 4月2E](於日本大学)および昭和5年10日llE日 於長崎大学)日本水産学会で発表 したO

abrtr, nlUnV. aa . koaoyKlk l UrgmlWa 14ayma6 r.a 9L, Japan) 

56

7



36 近畿大学農学部紀要

も成功 している｡ さて本種の種苗は,天然で大量 に

探捕する機会は少なく,わが国においては能登地方

の定置網 にややまとまって漁獲 される程度である｡

ここ数年の間に養殖業者の間でイシダイの種苗 を望

む声が強 くなり,韓国からの輸入種苗 も使用 される

ようになった｡ しかし,より安定 した種苗供給をお

こなうには計画的に人工種苗生産をおこなうことが

必要であり,それには本種の産卵生態などを適確 に

把捉することが急務である｡ここではイシダイの成

熟と産卵時期を知るために,生殖腺指数の年変化と

同時 に卵巣卵の卵径組成の年変化の両面から調査 し

たので報告する｡ 

Ⅰ 材料および方法

生殖腺指数の年変化の調査には,1969年 5月に人

工ふ化 して飼育 してきたものの中から満 1年経過 し

た1970年 5月から1974年 7月まで 5年間にわたり, 

10-30日間隔で雌 5尾 ,雄 5尾の計10尾を無作為に

採取 した｡採取 した資料は雌雄別に尾又体長,体重,

体高など各部を測定 したのち,開腹 して生殖腺 をと

り出 し,その重量を測定 した｡その資料をもとに生

殖腺指数を算出 した｡ なお生殖腺指数は生殖腺重量

を尾又体長の 3乗で除 し,105を乗 じて求めた (以下 

G lで示す)｡

卵巣卵の卵径組成変化の調査 には, G l調査に供

試 したイシダイと同 じ,1969年 5月人工ふ化 して飼

育 してきた 3年魚の中から,1972年 2月より同年 7

月までの 6ケ月間にわたり約 15-30日の割合で雌雄

各 5尾を無作為に採取 したものを用いた｡魚体各部

を測定 したのち開腹 し,生殖巣をとり出 し重量 を測

定 し, 10%ホルマリン液に固定 した｡ なお採取の時

間帯は調査 日によって異るが,おおむね13時から16

時の間におこなったOこの資料からG lを算出 し,

各採取時におけるG lの平均値 に最も近い値 をもっ

た雌 1個 体の右卵巣の中央部より約 100mgの卵団を採

取 した * ｡とり出 した卵団は水中で良 くほぐし,双

眼実体顕微鏡計測装置を用いて0.05m爪の単位で卵径 

0.1†肌以上の卵数を読みとった｡また生殖巣の組織像

の変化については,成熟前の 2月14日,成熟盛期の 

6月30日および放糟,放卵後 とみられる 7月31日の 

3回を選び組織切片 を作製 し,ヘマ トキシリン･エ

オシン染色 をほどこし観察 した｡ 

第12号 (1979)

∬ 結 果

生殖腺指数の年変化 G l値の 5年間の変化を

水温の変化とともにFig.1に示す｡図には雌雄別に

資料各5尾の G lの平均値 をプロットした｡雄の G l

は生後満 1年経過 した,1970年 5月には3.4-7.6と

小 さかったが,6月から7月中旬にかけては3.0-23.0

と変異 を示 しながら大きくなった｡この時期にすで

に一部の雄では腹部 を圧搾することによって放精が

認められた｡7月下旬から再びその値は小 さくなり 

9月には0.6-2.6と最低 を示 した｡その後,翌年の 

1971年3月までは2.5-15.6と比較的小 さを値で経過

したが, 4月下旬には4.7-75,6と大幅か 曽加を示

し,ほとんどの個体に放精が認められた｡5月中旬

から 7月上旬 までは最高を示 し,その値は28.0-22 

4.5であった｡5月下旬および 6月下旬にその値がや

や減少 しているが,これは1回の供試魚が5尾であり,

しかもその中にはすでに放精の盛期 を過 ぎたものが

混在 していた事実があり,それらが値 を小 さくした

ものと思われる｡ 7月中旬からは急にその値は下降

線をたどるようになり,生殖線が退縮 したことが示

唆 されたo Lかし, 8月下旬でも圧搾 によって放精

する個体が認められた｡9月上旬には3.0-7.0とそ

の値は小 さくなった｡その後,翌 1972年 1月までは

横ばい状態で経過 したが,3月中旬より急上昇を続

け,5月中旬 には最高となり,その値は217.7-437. 

2,平均316.3に達 した｡5月下旬から早 くも精巣の

退縮がみられる個体が出現 し, G lは下降線をたど

り,8月末には5.8-17.2と小 さくなり,翌 1973年 2

月まで横ばい状態で経過 した｡3月から再びその値

は増加 し, 4月上旬からは急激 に増大 し, 5月中旬

には172.4-384.2,平均257.5に達 し最高となった｡

その後 6月中旬までにやや減少するが, 6月末には

放精の完了したものも認められ,その値は0.7-154, 

2,平均49.0となり,かなり著 しい個体変異を示 した｡ 

9月末には8.0-18.2,平均 12.6となり,その後横ば

い状態が翌 1974年 2月末まで続いた｡3月からは急

激にその値は増大 し,4月未には46.1-306.7,平均 

235.7と最高を示 した｡6月末までその値 は200前後

にとどまったが,7月末には精巣の退縮が認められ, 

17.0-56.4,平均31.1と急激に下降 した｡

一方雌の G lの変化をみると,生殖巣の外観から

卵巣が識別で きるようになるのはふ化後満 1年少々 

+別の実験4)から卵巣卵の分布は-様であることが明らかになっているので,卵巣のどの部位からの採取も可能であるが,ここでは右卵巣の中央部と定めた｡
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 第1号 

年 6月中旬であった｡前述のように,経 占められていた 

2
 )9
7
9
1(近畿大学農学部紀要

経過 した1 Fi

ではこの時期から7日中旬にかけて,一部に成熟個体 観および組織像 と,同時に採取 した精巣の外観およ

(07
9
 ｡この時の卵巣卵の外)a-2g.

び組織像 をPl


相も認められず,ただ G lが経時的にわずかにその さく発達の様子はみられないO卵の組織像では最も


値を増加させながら翌1


月中旬には,ややその値が増加 し1 -3 ,平均
 

となった｡その後は急激に増大 し, 7月上旬に

tae

03.84.


7
9


222.


lに示す｡卵巣,精巣ともまだ小がみられたが雌では卵巣の外観からは何ら発達の様

1年 5月上旬まで続 く｡5 大 きい卵は細胞質の中に卵黄胞をもち,梓は大型で

その周囲に仁が並ぶいわゆる卵黄胞期に相当すると

思われる｡2番目に大 きい卵群は大型梓の周囲に仁

は4 -2 と変異はあるものの,平均 1 と最

高値 を示 した｡その後は急に下降線をたどるように 小型の卵細胞であり,これらは核の中に仁が数個点

なり 月上旬には1 -3 ,平均2 となった｡

87.
3


74.
91.
77.


22.
6
04.

9,


をもつ周辺仁期に相当する卵と思われる｡ 3番目は

在する染色仁期に相当するものと思われる｡これら

以後,翌 1


4月中旬にはその値は急上昇 し,それ以後ますます この時期の精巣の組織像ではまだ精子の形成はみら


月中旬には33 -5 .4,平均4 と


, 7月中旬に平均3


56.
6
5
3
10.


7
9

6,


2年3月中旬 まで横ばい状態で経過 した｡ 三つの混合からこの卵巣卵は構成されている｡なお,

増大 して れず精原細胞のままである｡ 

6月末に平均3


と高い値を示 したが 月末には平均 1 に下降 し,36.
2


15.
2

7,


13.
6
なった｡ 002cm.3月14日採取の資料の尾叉体長は3 ,体重7


03.

78.
G,04.00.タ,卵巣重量は1 ? lは3 であった｡ 

月で卵巣はやや発達 し,最大卵径の群は径 5mmを

1ケ

ま -2 8その範臥 となった｡さらに 月末には 

934 1,平均 に下降 し,そのまま翌 年7
8


58.


04.

3
35.
5


96.
4
-
58.
3


1月末まで横ばい状態が続いた｡3月上旬には平均 (

7
03.示すものが %出現 した｡以下卵径が小さくなる

につれてその出現率を増 した Fi ｡-2g. b)

4 5 45 4月上旬には平均 となり, 月末には., 

41 5 178平均 と増力口し, 月末には.

-7 444平均 と最高値を示 した｡その半月後,

86 22 363の 月中旬には平均 と下降 し 月末には,.

94-7 4,平均 となった｡このまま横ばい状態に.

1 3 ｡4入 り,翌 年 月未まで続 く 月末からは再び

9522急激に上昇 し 月未には . 

8. 

29.
 

2


7.


4

6,


7
9


35.
2

03.


0 8.
6

1


6
63cm.

0

78.
9
,

4月14日採取の資料の尾叉体長は2 ,体重4


G l であった｡


肌となりその出現率は /Oであったoこ


-2
3
61.
9
 51.,
 78.
ク00. ,卵巣重量 1 9
 最大卵径

7
05.


7
06.

こで初めて 

8
10.
群は径 

)C-

肌をモー ドとする一つの山を形成す

0 
1
84cm.

2g.(Fi


4月30日採取の資料の尾叉体長は2 ,体重6


る 

6
32.
5
4
-
 ,平均3
51.
 ,31.
50.
ク,卵巣重量5 ク GI 18.
3
2
 となり卵巣重量およ

7 ,2と最高値 を示すが 月未には急激に下降 し 

75.
,平均3 となった｡生後滴 1年では雌の成熟12.
5


-31.
 

8
72cm.

2g.(

5


1


び G lは急激に増大する｡ しかし,卵径組成は 4月
 

4日の資料と大差をい Fi


5月1日採取の資料の尾丈体長は2 ,体重5


d)- 0 

個体はみられなかった｡満 2年では本調査に僕試 し

た個体には成熟個体は認められなかったが,他の飼 32.
50.
タ,卵巣重量6 ク, G l

育群の中から6月25日に一部成熟個体が認められた｡ す大きくをるが,卵径組成のパターンは前者 とあま

41.
1
3
 とその値はますま

満 3年では 5月中旬から 7月中旬まで,満 4年では 

5

9
 

01cm.

15.


(


00.

Fi

5月中旬から6月中旬まで,満 5年では 5月下旬か 5日30日採取の資料の尾又体長は3 ,体重7


ク,卵巣重量8 ク, GI


均では前回を上まわるが,個体変異が大きくなり1


)e-2g. ｡り変化はない 

ら 6月下旬までそれぞれ成熟卵をもった個体が認め 89.
9
2
 となる｡G lは平

られた｡これら成熟卵が認められるのは何れも水温

4
1
が2℃前後から2℃前後までであった｡G lの値は

成熟前期に雄が雌より大きくなるが,その他の期間

05.

0,.

11.
0
72.
-5 を示す｡卵径組成は 柵 をモー ドとする

顕著 を山をみるが 2mmをモー ドとするもう一つの

では何れも雄より雌の値の方が大きい｡また雄は雌 山のきざしがみえる｡いままで単峰型であったもの

2g.より常に約半月ないし 1ケ月先に成熟に達する｡ が 2峰型への移行期とみられる (Fi -f)0 

年 2月から同年 7


月まで10回にわたり採取 した資料をもとに卵径組成


2
7
9
1
卵巣卵の卵径組成変化 6
00cm.6月15日採取の資料の尾丈体長は3 ,体重7


50.
タ,卵巣重量 

56.


5.


6


,1111.
ク G l411 であった｡ 

平均で前回より100以 上大きい4 となり最高値を

G lは

4
70cm.

87.


2g.を調べFi に示 した｡


2日14日採取の資料の尾叉体長は2 ,体重5


タで GIは3 であった｡
 5m08.04.

示す｡卵径組成では二つの顕著を山を形成 し,それ

らは 5mmと 仇にモー ドをもっ山である｡この2
76.
50.
タであり,卵巣重量は 

01.8


5
02,

5
1


卵径組成では径 

7mの卵群がn

仰の卵群が2.44%で大部分は 仰以下の卵群で

.00

0

46.

9
01.

2,
00
9


03.

14.


仰の卵群が僅かに /o出現し, 

/,0 仰 の卵群が 0/,0

二つの山は 

び出現 し 

0.

5
09.

55mm 7.


)
g-
2g.
 

で-たん区切れて,0

卿 まで続 く (Fi ｡この大型卵

0mmから再

径卵は透明であり成熟 していることを意味 している｡
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04
 第1号 

したがって,この時期のイシダイは産卵期に入って とは十分考えられる｡ 

いることを示唆するものである｡またこの透明卵は

2
近畿大学農学部紀要 )9
7
9
1(

Ⅳ
 考 察卵巣の外観からも識別が可能である｡ 

6月30日採取の資料の尾又体長は2 ,体重6


タ,卵巣重量6 g, G J


1
76cm.

88.
00.

魚類の再生産を考える上で,受精が効率良 くかつ

確実におこなわれるには卵,精子とも一致 して完全であった｡卵径組72.
2
3


成では,0 肌をモ- ドとする山と をモ 

する山の 2峰型であり,両者ははっきり区別される シダイでふ化後満 5年にわたりG lの変化を雌雄別

08nm.山. - ドと に成熟 していることが必要不可欠の条件である｡イ

Fi

後者は成熟卵群である｡この時の卵巣の状態および 降する傾向は両性 ともほぼ一致する｡この GJの年

( Oすなわち,前者は未成熟卵群であり,)h-2g. に調査 したところ, G l値が上昇 し山を形成 して下

組織像 と精巣の状態およびその組織像を Pl Iに

示すO卵巣,精巣ともに月別空の大部分を占めるほど

に肥大 している｡その組織像 も卵では大型のものは

大部分にわたり卵黄球の融合によって卵黄塊を形成

しており,油球の形成もみられ完熟に近いことを示

している｡一方精巣の組織像では隔壁も薄 くなり,

tae

隔壁内に精子が充満 しており,この状態の精巣では

軽 く圧 しただけで精液を多量に放出する｡ 

変化はイシダイの成熟状態の変化を良く反映 してい

ると思われる｡すなわち精子を放出する個体や透明

卵をもった個体はG lの最大値を示す付近に出現す

ることから裏づけすることができる｡

先にG lの年変化のパターンは両性ともほぼ一致

すると述べたが,その経過をたどるとG lの増大期

に雄と雌 とでは幾分ずれが認められる｡すなわち,

成熟期に至るまでは常に雌は雄よりG lの値が大き

86cm.

G1タ, 

4
7月15日採取の資料の尾又体長は2 ,体重6


886.


いが,成熟期に近づ く3月頃から雌雄の G l値に逆

転が起 り,雄の G lが最高値になるまで続 く｡それg,卵巣重量50.
 であった｡卵径組87.
7
3


戚は nmおよび n

ることは前回と変 りないが,未成熟卵群と成熟卵群 に達するが,その値は常に雄のそれよりも大きい｡

との間隔が大きく,本資料は産卵直前のものと思わ 但 し雌が未成熟の滴 1年魚については成熟時期に一

5
09.0
O5.
 mにモー ドをもつ2峰型であ 以後は雌の G lが増大 し,雄よりやや遅れて最高値

れる (Fi 2g. ｡)i- 部成熟個体がみられる雄のG l値が上まわる｡G I

が下降期に入っても雌雄ほぼ一致する場合もあるが

む しろ,雌のそれが大きいことが多い｡G lが生殖

7 3 2 4月 日採取の資料の尾又体長は ,体重 

34.


3
16cm.

56.
7
5
卵巣重量 1 g, G l であった｡卵巣重

1


9,
00.

量は急激に減少 し,これにともをって Glも急降下 巣の成熟状態 と一致 したことから考察すれば,ブリ

5 1 -5する｡この時の 尾の資料では卵巣重量 

5


8.
5
34.


58.
3
35.
g, G l -2 であり,ばらつ きが大きいこと1


などの成熟と同様5),イシダイにおいても雄の成熟

が先行するものと思われる｡また成熟期以外の時期

7
9


がわかる｡このことは産卵を終了した個体とまだ産 に雌の G lが常に雄のそれより大きいことは,例 え


ば1
卵の可能性を含んだ個体とが混在 していることを示 2年10月 4日の資料に例 をとれば,生殖腺重量

g.唆 している｡この時の資料による卵径組成は,Fi 8
93.
において雌の平均値が タと

雌のそれが大きい｡ したがって,このことは成熟度

g,雄の平均値は 4
29.


2ljに示す通 り卵径 

04


0

66.


31.
01.

5
01.

7nm以下のものが 8 /Oと大

冊仇のものはわずかに /Oで 

nのものから

5m4.


03.


部分を占め,卵径 

-0 n

再度出現 し,0 m

合には関係なく,生殖腺重量の大きさに起因 してい

るためであろう｡また生殖某の成熟には外的環境要002. 仰5
03.mの卵は全くみられず 

55
.
5
03.

5
4.


をモー ドに -0 仰 

7m 水温の影響を強 く受け,秋季産卵魚は光周期の影響nにおいてもその出現率は 

nの山を 因の刺激 によることが知られており,春季産卵魚は

3
44.


形成する｡ しかし,0

%にすぎず,恐 らくこれは残留卵 と思われる｡ を強 くうけるといわれる6)Oィシダイは春季産卵魚

この時の卵巣の状態およびその組織像と精巣の状態 であり,成熟には水温が強 く影響するであろうこと

0

4


1g.taeおよびその組織像とを Pl 皿に示す｡卵巣,精巣 がわかる｡Fi に示 した水温の変化をみると,冬

とも退縮 して小 さくなっている｡卵の組織像では染 期最低水温から徐々に昇温 し,1℃前後になるとG 

色仁期と思われる卵細胞が大部分を占め,その中に l値も増大 しはじめ,その後水温の上昇にともなっ

てG lは急激に増大する｡雄では水温が2℃前後に握って大型の残留卵が認められる｡精巣の組織像で

は隔壁が肥厚 し,その間に残留精子がみられる｡ 4
1
上昇 した時に,雌では水温が2 -2℃に上昇 した時

以上本調査からイシダイの産卵期を決めるならば, に,それぞれG lが最高値 を示す｡これらの事実か

6月中旬から 7月中旬が盛期 といえるが,その年の 4
0らイシダイの成熟盛期は2℃以上2℃付近であるこ

環境条件や個体差により産卵盛期は多少前後するこ とがわかる｡



熊井･中村 :イシダイの成熟と産卵時期について 41

以上を総合的に考察すればイシダイの成熟は雄が

先行 して,水温20℃前後から始まり,続いて雌が成

熟する｡産卵時期はその年の環境,梓に水温に影響

され年変動や個体変異はみられるが, 5月から 7月

の問であると結論される｡ 

Ⅴ 要 約

イシダイの成熟と産卵時期を把捉するために人工


ふ化 したイシダイを用いて満 1年経過後の1970年 5


月から1974年 7月まで 5年間にわたり,生殖腺指数


の変化を調査 し,併せて同 じく人工ふ化 して育てた


満 3年魚を用いて1972年 2月から同年 7月まで卵径


組成の経時的変化を調査 して次の結果を得た｡
 

(1) 雄はふ化後満 1年で成熟するものが現われる

が,雌では満 2年で一部が成熟する｡ 

(2)精子の放出は常に卵が成熟する半月か しゝ 1

ケ月早 くから認められる｡
 

(3) イシダイの成熟は特に水温 と関係があり,水

温が20℃以上に上昇すると成熟する｡ 

(4) 卵巣卵の卵径組成は未熟卵では単峰型である

が成熟が進むにつれて 2峰型となり,卵巣卵は透明

な完熟卵と不透明な未熟卵に明確に分離 される｡ 

(5) 生殖腺指数の年変化と生殖腺の成熟状態は良

く一致 し,これからイシダイの産卵時期は年により

変異があるが, 5月から 7月の間であると結論され

る｡

本報告をおこなうにあたり種々有益な御助言をた

まわり,かつ本論文を校閲 していただいた近畿大学

水産研究所長,原田輝雄博士ならびに近畿大学農学

部教授,浅野博利博士に序 く御礼を申し上げる次第

である｡
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Plate I.� Photographs showing the gonad development and its cross-section in the 
Japanese pa rrot fish. 

A.� Female fish 27.0 em in fork length with ovary 7.62 g in weight, taken on 
Feb. 14, 1972. 

B.� Cross-section of ovarian eggs of the same fish as in A, showing yolk 
vesicle stage, peri-nucleolus stage and chromatin nucleolus stage. 

C.� Male fish 27.5 em in fork length with testis 2.71 g in weight, taken on 
Feb. 14,1972. 

D.� Cross-section of testis of the same fish as in C, showing the spermatogo
nium·like cell. 
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Plate II. Photographs showing the gonad development and its cross-section in the 
Japanese parrot fish. 

A. Female fish 27.6 em in fork length with ovary 68.8g in weight, taken on 
June 30, 1972. 

B. Cross-section of ovarian eggs of the same fish as in A, showing the mature 
oocyte. 

C. Male fish 27.6 em in fork length with testis 38.5 g in weight, taken on 
June 30,1972. 

D. Cross-section of testis of the same fish as in C. Mature sparmatoloon fill 
in septum. 
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Plate ill.� Photographs showing the gonad development and its cross-section in the 
Japanese parrot fish. 

A.� Female fish 26.1 em in fork length with ovary 13.45 g in weight, taken 
on July 31,197_. 

B.� Cross-section of ovarian eggs of the same fish as in A. showing the mature 
oocyte failed to ovulate. 

C.� Male fish 27.5 em in fork length with testis 2.63 g in weight, taken on 
July 31,1972. 

D.� Cra - ection of testis of the same fish as in C. A few spermatozoon 
found in thickened septum, and the testis seems to be spen t. 




